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10月１日から、地域における子育てを支援する明和町ファミリー・サポー

ト・センターを福祉センターに開設しました。

このセンターは、「子育てを助けてほしい人」（依頼会員）と「子育てのお

手伝いができる人」（援助会員）を紹介する相互援助の会員組織（有償ボラ

ンティア）です。子どもを持つ家庭を地域で支援することを目的としていま

す。

依頼会員とあらかじめ講習を受けて登録した援助会員が、子どもを交えて

事前の打ち合わせをした後、相互の信頼と了解の上で子どもをお預かりしま

す。

●援助活動の主な内容 保育施設の保育開始前や終了後、学童保育終了後な

どに子どもを預かる、保育施設までの送迎を行う、急用や買い物など外出

の際に子どもを預かるなど

●会員について ①援助会員＝町内に在住している人で、子どもを預かって

いただける人（援助会員になるには子育てサポートリーダー養成講座の受

講が必要です。昨年度までに受講された人は、そのまま援助会員に登録で

きます。新たに受講される人は、３ページの案内をご覧ください）②依頼

会員＝町内に在住または通勤している人で、おおむね生後６カ月～小学生

以下の子どもをお持ちの人③両方会員＝自分の子育てをしながらほかの子

どもを預かったり、時には自分の子を預けることもできます

※会員になるための特別な資格はありません。

ひひ
とと
りり
ぼぼ
っっ
ちち
のの
子子
育育
てて
はは
終終
わわ
りり
にに
しし
まま
しし
ょょ
うう
。。

安
心
し
て
子
育
て
し
た
い
！
し
て
ほ
し
い
！

だ
か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
･
サ
ポ
ー
ト
。

あなたの子育て 
応援します 

①依頼の申し込み ②援助の依頼 

③依頼への回答 

明和町 
ファミリー・サポート・センター 

⑥料金の支払い 

⑤援助活動 

④援助会員の紹介 

依頼会員 援助会員 

☆アドバイザーが相互の希望をコーディネートします 

10月１日開設

明和町ファミリー・
サポート・センター

●相談・申し込み・問い合わせ先
明和町ファミリー・サポート・センター

（福祉センター１階事務所・TEL52-7127・
Ｅメール＝fami-sapo@town.meiwa.mie.jp・

時間＝平日の午前９時～午後５時）

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
社
会
の
変
化
に
伴

い
ず
い
ぶ
ん
様
変
わ
り
し
て
い
ま
す
。
地
域
社
会
の

連
帯
が
希
薄
に
な
り
、
ま
た
、
核
家
族
化
が
進
行
し
、

ま
す
ま
す
子
育
て
が
孤
立
化
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

健
や
か
に
子
ど
も
た
ち
が
育
つ
環
境
を
整
え
る
た

め
に
も
、
保
護
者
た
ち
も
心
に
ゆ
と
り
を
持
ち
生
活

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
コ

ア
ラ
。
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明
和
町
家
庭
教
育
推
進
協
議
会

で
は
、
次
の
と
お
り
「
子
育
て
わ

く
わ
く
塾
」
（
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
）
を
開
催
し

ま
す
。

今
回
は
、
明
和
町
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
援

助
会
員
育
成
の
た
め
の
講
座
と
共

同
で
行
い
ま
す
。
全
８
回
受
講
さ

れ
た
人
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の
援
助

会
員
・
両
方
会
員
に
登
録
で
き
ま

す
。
少
し
空
い
た
時
間
で
子
育
て

支
援
活
動
を
し
て
み
た
い
と
思
わ

れ
る
人
、
子
育
て
に
つ
い
て
学
び

た
い
人
な
ど
、
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
と
き

10
月
16
日

（日）

午
前

９
時
30
分
〜
正
午

■
と
こ
ろ

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

和
室

■
講
師

日
本
赤
十
字
三
重
県
支

部
看
護
師
　
富
内
直
美
さ
ん

■
と
き

10
月
21
日

（金）

午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
２
階
中

会
議
室

■
講
師

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
え
親

子
・
人
間
関
係
研
究
会
代
表

河
合
卓
子
さ
ん

■
と
き

10
月
31
日

（月）

午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
２
階
視

聴
覚
室

■
講
師

元
国
立
三
重
中
央
医
療

セ
ン
タ
ー
院
長
小
児
科
医
　
多

喜
紀
雄
さ
ん

■
と
き

11
月
４
日

（金）

午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
２
階
視

聴
覚
室

■
講
師

三
重
県
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
　
長
島
　
洋
さ
ん

■
と
き

11
月
12
日

（土）

午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
２
階
視

聴
覚
室

ひ
と
・
ま
ち
・
ふ
れ
あ
い
企
画

「
子
育
て
わ
く
わ
く
塾
」

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
を
開
催

■
講
師

子
育
て
教
室
講
師
　
西

村
喜
久
代
さ
ん

■
と
き

11
月
25
日

（金）

午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
２
階
中

会
議
室

■
講
師

幸
母
乳
育
児
相
談
室
助

産
師
　
中
村
幸
美
さ
ん

■
と
き

11
月
26
日

（土）

午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
２
階
中

会
議
室

■
講
師

津
地
区
「
食
の
教
育
」

研
究
実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表

駒
田
聡
子
さ
ん

■
と
き

12
月
３
日

（土）

午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

和
室

■
報
告
者

「
コ
ロ
ロ
ン
く
ら
ぶ
」

「
野
の
花
の
会
」
「
お
む
す
び
」

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
」

【
共
通
】

■
参
加
費

無
料
（
参
加
申
込
者

で
小
さ
い
子
ど
も
が
い
る
人
に

は
、
託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
託
児
を
行
い
ま
す
。
託
児

料
＝
１
回
１
人
２
０
０
円

■
申
し
込
み

10
月
13
日

（木）
ま

で
に
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

（
TEL
52-

７
１
２
４
・
フ
ァ
ク
ス

52-

７
１
３
３
・
Ｅ
メ
ー
ル
＝

sy
ou
g
ai@
tow
n
.m
eiw
a.m
i

e.jp

）
へ
。
参
加
者
氏
名
・
住

所
・
電
話
番
号
を
、
ま
た
、
託

児
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
子

ど
も
の
氏
名
･
年
齢
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い

■
そ
の
ほ
か

全
８
回
参
加
の
ほ

か
、
個
別
に
１
回
だ
け
の
参
加

も
可
能
。
全
８
回
中
５
回
以
上

参
加
し
た
人
に
は
、
修
了
証
書

を
授
与
し
ま
す

※
詳
し
く
は
、

同
課
へ
。

【
第
１
回
】

子
ど
も
の
事
故
（
け
が
）

〜
そ
の
予
防
と
応
急
手
当
〜

【
第
２
回
】

子
育
て
・
親
育
ち

〜
次
世
代
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
〜

【
第
３
回
】

出
産
後
ま
も
な
い
親
へ

の
育
児
支
援

〜
母
乳
育
児
を
中
心
に
、

小
児
科
医
の
立
場
か
ら
〜

【
第
４
回
】

少
し
だ
け
や
さ
し
く
…

【
第
７
回
】

子
ど
も
の
食
事
と
健
康

【
第
５
回
】

子
ど
も
の
遊
び
の
大
切
さ

【
第
８
回
】

み
ん
な
笑
顔
で
子
育
て
を

〜
地
域
の
中
の
子
育
て
支
援
〜

（
実
践
報
告
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

【
第
６
回
】

子
ど
も
の
心

〜
子
育
て
っ
て
す
ば
ら
し
い
〜

●ひとりぼっちの子育ては終わりにしましょう
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大淀地区の80歳以上の皆さんの長寿を祝

う第17回大淀長寿会（濱口咲子会長）が８

月21日、大淀会館で開かれ、食事や演芸鑑

賞を楽しみました。

この日は町長なども駆け付け、「近所や家

族とのつながりを大切にして、一日一日を過

ごしてほしい」と祝辞を述べました。また、

業平夢太鼓による和太鼓演奏や明和町歌に合

わせて踊るフォークダンスなどの演芸の披

露、90歳以上の皆さんへの花束贈呈などが

行われました。

長寿を祝う大淀長寿会

子育てを語る会が８月６日、下御糸小学校

で開かれ、保護者と児童、教職員など約50

人が参加しました。

この会は、保護者と教職員が一緒に何かを

することで交流を深め、気軽に子育てについ

て話し合えればと、毎年行われています。

今回は、洋食シェフの海野孝之さん（志貴）

を講師に迎え、パスタやスープなどを一緒に

作りました。その後、食事をしながら、学校

給食や家庭での食生活、兄弟の性格の違いな

どを話し合いました。

子育てを語る会

うにの郷
自然体

験工房で
は８月2

1

日、納涼
まつりが

開催され
約80人が

参加しま
した。こ

の祭りは
、うにの

郷クラ
ブ（樫

本

博理事長
）が昨年

８月にN
PO法人の

認証を受
け１周年

を記念し
て、同工

房を青

少年を始
め多くの

人たちの
触れ合い

・憩い・
いやしの

場とし

て利用し
てもらお

うと開催
したもの

です。

天候不順
のため開

会の時間
が遅くな

ったもの
の、参加

者は、

小雨の中
橋本　清

さん（大
仏山自然

クラブ代
表）の指

導で、

里山の散
策と観察

を行った
り、奥浦

真紀さん
（明星）

の指導

で粘土で
器を作っ

たりしま
した。お

昼には、
半分に割

り長く

つないだ
竹を坂道

に置き、
流しそう

めんをし
て食べま

した。

特製の竹
の器とは

しを使い
、流れる

そうめん
を食べる

のは初

めてとい
う人も多

く、家族
の楽しい

夏の思い
出になり

ました。

うにの郷
で納涼ま

つり

4



総合体育
館など４

会場で９
月４日、

夕刊三

重杯争奪
小学生バ

レーボー
ル大会が

行われ、

明和町や
松阪市な

どから3
5チーム

が参加し

ました。

この大会
は、減り

つつある
バレーボ

ール人

口を底辺
から増や

して頑張
ってもら

おうと、

夕刊三重
新聞社が

行ってい
ます。

児童たち
はコート

いっぱい
に走り回

り、大

人顔負け
のプレー

で会場を
沸かせて

いまし

た。なお
、同大会

の結果は
18ペー

ジをご覧

ください

小学生バ
レーボー

ル大会

済生会明和グループが関係施設の入所者や

その家族、職員、地域住民たちとの交流を図

ろうと８月26日、明和病院の玄関前広場で

恒例の夏まつりを開き、約500人が集まりま

した。

広場のやぐらの周りには明和音頭や炭坑節

などを踊る輪ができ、入所者たちも手拍子な

どで参加しました。また、浴衣や法被姿の職

員たちによるヨーヨー釣りやかき氷の夜店な

どもあり、参加者たちは夏の夜を楽しみまし

た。

明和病院で夏まつり

中村の陽珠院で８月23日、安産祈とう相

撲が行われ、幼児と小学生43人が相撲を奉

納しました。

この相撲は、力士のように丈夫な子どもが

生まれるようにという願いが込められ、江戸

時代に始まったといわれています。

この日は、個人戦や３人抜き、５人抜きが

年代別に行われました。境内に造られた土俵

の上では、東西に分かれた小さい力士たちが

家族や友達の声援を受けて、元気よく組み合

いました。

中村の安産祈とう相撲

志貴の精霊相撲が８月16日、同地区の西

光寺で行われました。

お盆の16日に精霊を送った住民は、墓参

りを終えると、子どもたちの相撲を見ようと

境内に集まってきました。

この日は、26人の子ども力士たちが東西

に分かれ、力いっぱい相撲をとりました。

相撲の後、寺の本堂では大勢が輪になり、

お経を唱えながら約７㍍もある数珠を回して

いく「百万遍（ひゃくまんべい）」も行われ、

健康と豊作を祈願しました。

志貴の精霊相撲

5
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町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 

松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合

明
和
消
防
署
に
は
６
人
の
生

徒
が
体
験
に
訪
れ
ま
し
た
。

礼
式
訓
練
や
初
期
消
火
、
心

肺
蘇
生
（
そ
せ
い
）
法
な
ど

の
訓
練
を
体
験
し
ま
し
た
。

署
長
は
「
明
和
消
防
署
で

い
ろ
い
ろ
体
験
し
て
、
皆
さ

ん
の
勉
強
や
人
生
に
役
立
て

て
ほ
し
い
」
と
生
徒
た
ち
を

激
励
し
ま
し
た
。

礼
式
訓
練
を
終
え
た
生
徒

は
、「
初
め
て
で
疲
れ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
。
放
水
の

訓
練
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

明
和
郵
便
局
に
は
４
人
の
生
徒
が
体
験
に
訪
れ
ま
し

た
。
配
達
す
る
道
順
ど
お
り
に
郵
便
物
を
並
べ
る
順
立

や
日
付
印
押
し
、
ポ
ス
ト
な
ど
か
ら
集
め
て
き
た
郵
便

物
を
地
域
ご
と
に
仕
分
け
る
差
立
な
ど
の
仕
事
を
体
験

し
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
守
秘
義
務
や
個
人
情
報
取
り
扱
い
の

重
要
性
、
手
紙
は
と
て
も
価
値
の
あ
る
物
だ
か
ら
大
切

に
取
り
扱
う
こ
と
な
ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
エ

ア
メ
ー
ル
を
教
材
に
、
住
所
の
書
き
順
の
違
い
な
ど
を

学
ん
で
い
ま
し
た
。

体
験
し
た
生
徒
の

１
人
は
、
「
手
紙
を

た
ま
に
出
す
の
で
、

ど
う
や
っ
て
届
く
の

か
興
味
が
あ
っ
た
。

仕
事
は
、
順
立
の
一

覧
に
住
所
が
あ
っ
て

も
名
前
が
な
い
と
き

が
あ
っ
て
、
難
し
か

っ
た
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

中
学
生
た
ち
が
町
内
事

業
所
で
い
き
い
き
体
験

実
際
に
職
場
体
験
を
す
る
こ
と
で
働
く
こ
と
の
意
義
を
学

ぼ
う
と
９
月
２
日
か
ら
７
日
ま
で
の
う
ち
の
４
日
間
、
明
和

い
き
い
き
体
験
が
行
わ
れ
、
明
和
中
学
校
２
年
生
２
０
３
人

が
町
内
48
カ
所
の
事
業
所
で
職
場
体
験
を
し
ま
し
た
。

斎
宮
歴
史
博
物
館
に
は
８
人
の
生
徒
が
体
験
に
訪

れ
ま
し
た
。
映
像
展
示
室
で
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
や
展
示

室
の
掃
除
・
写
真
展
の
準
備
、
収
蔵
庫
の
掃
除
な
ど

を
体
験
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち

は
接
客
や
展
示
物
に
対
す
る
心

配
り
な
ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。

映
像
展
示
室
で
の
ア
ナ
ウ
ン

ス
は
、
話
す
内
容
を
暗
記
し
て

実
際
に
来
館
者
の
前
で
行
わ

れ
、
生
徒
が
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
終

え
る
と
拍
手
が
起
こ
り
ま
し

た
。
体
験
し
た
生
徒
は
「
緊
張

し
た
。
覚
え
る
の
が
難
し
か
っ

た
」
「
お
も
し
ろ
か
っ
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
多
気
郡

明
和
営
農
セ
ン

タ
ー
に
は
５
人

の
生
徒
が
体
験

に
訪
れ
ま
し
た
。

明
和
町
で
採
れ

た
新
米
へ
検
査
済
み
の
シ
ー
ル
張
り
や
等
級
判
押
し
、

ス
マ
イ
ル
の
商
品
陳
列
や
レ
ジ
係
な
ど
を
体
験
し
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
お
客
さ
ん
に
笑
顔
で
元
気
よ

く
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と
な
ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。

等
級
判
を
押
し
て
い
る
生
徒
は
「
じ
い
ち
ゃ
ん
が

農
業
を
し
て
い
て
、
た
ま
に
手
伝
っ
て
い
る
。
家
の

米
が
ど
こ
へ
行
く
の
か
、
興
味
が
あ
る
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

さ
さ
ふ
え
保
育
所
に
は
６
人
の
生
徒
が
体
験
に
訪

れ
ま
し
た
。
保
育
教
材
の
準
備
の
手
伝
い
や
掃
除
手

伝
い
、
子
ど
も
と
遊
ぶ
な
ど
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

園
長
は
「
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
を
理
解
し
、
思

い
や
り
の
心
を
学
ん
で
ほ
し
い
」
と
生
徒
に
期
待
を

寄
せ
て
い
ま
し
た
。

体
験
し
た
生
徒
は
、
「
楽
し
か
っ
た
。
子
ど
も
が
好

き
な
の
で
、
将
来
は
先
生
に
な

り
た
い
」
「
わ
た
し
が
保
育
所

に
行
っ
て
い
た
と
き
の
先
生
も

い
る
の
で
、
こ
の
職
場
を
選
ん

だ
。
子
ど
も
た
ち
が
寄
っ
て
く

る
の
で
お
も
し
ろ
い
。
将
来
は

保
育
士
に
な
り
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。



絵本「地球の秘密」に学ぶ

第２回じんけん楽習塾「絵本

『地球の秘密』に学びま専科」が８

月27日に中央公民館で開かれ、町

内外から約50人が参加しました。

この絵本の作者は故坪田愛華さ

ん。講師に迎えた父親の坪田　正

さんは、愛華さんが絵本に込めた

環境と人権への思いを、聴衆に熱

く語りかけました。

77

ひじき組合が今年も町へ寄贈

三重県ひじき組合（瀬尾和宏理

事長）から９月６日、ヒジキ2,000

袋を町に寄贈していただきました。

同組合では９月15日をひじきの

日と定め、福祉団体にヒジキを寄

贈したりＰＲ活動をしています。

町では、特産品でもあるこのヒ

ジキを敬老福祉大会の記念品の一

つとして配りました。

感動劇場で人権を考える

劇などを見て人権を学んでほし

いと８月20日、中央公民館で感動

劇場が開催されました。

劇団ダイコン一座やはっぴぃま

～るによる演劇、じゃんぐるじゃ

んぐるの漫才などを見て、参加者

は、「『おばあちゃんのおむすび』

は核家族が多い現代の問題提起に

なると思う」と話していました。

広報めいわ　広報めいわ　2005年10月号月号 広報めいわ　2005年10月号 

斎
王
ま
つ
り

「
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
と

「
現
代
版
斎
宮
う
た
あ
わ
せ
」

入
賞
作
品
決
ま
る

群
行
の
　
斎
王
の
面
の
　
清
し
さ
に
　

心
い
つ
し
か
　
優
し
く
な
り
ぬ

●斎王賞
上＝安田佳弘さんの作品「憧憬」。
右＝浦田フユさんの作品。

６
月
に
開
催
さ
れ
た
斎
王
ま
つ

り
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
と
現
代

版
斎
宮
う
た
あ
わ
せ
の
入
賞
者
が

８
月
22
日
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
表
彰
式
は
10
月
22
日
に
斎

宮
浪
漫
ま
つ
り
の
中
で
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
町
内

外
か
ら
２
０
９
点
の
応
募
が
あ

り
、
斎
王
ま
つ
り
実
行
委
員
会
の

選
考
の
結
果
、
斎
王
賞
に
は
安
田

佳
弘
さ
ん
（
小
俣
町
）
の
作
品

「
憧
憬
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
現
代
版
斎
宮
う
た
あ
わ
せ
に

は
29
首
の
応
募
が
あ
り
、
斎
王
賞

に
は
浦
田
フ
ユ
さ
ん
（
度
会
町
）

の
歌
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
入
賞
者
は
次
の
皆

さ
ん
で
す
。

【
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
】

町
長
賞
＝
坂
口
敏
弘
（
松
阪
市
）

▽
斎
宮
歴
史
博
物
館
長
賞
＝
中
北

幸
宏
（
伊
勢
市
）
▽
明
和
町
教
育

長
賞
＝
中
井
　
元
（
津
市
）
▽
明

和
町
議
会
議
長
賞
＝
高
垣
雅
夫

（
久
居
市
）
▽
特
別
賞
＝
里
見
治

徳
（
明
和
町
）
・
澤
田
傚
自
（
久

居
市
）
・
太
田
　
昇
（
明
和

町
）
・
中
村
一
雄
（
松
阪
市
）
・

西
岡
育
生
（
明
和
町
）
▽
入
選
＝

奥
野
定
男
（
二
見
町
）
・
星
野
政

美
（
桑
名
市
）
・
田
中
亜
希
子

（
久
居
市
）
・
豊
田
裕
達
（
岐
阜

県
）
・
後
藤
和
久
（
松
阪
市
）
・

唐
坂
隆
夫
（
伊
勢
市
）
・
中
西

一
（
多
気
町
）
・
鈴
木
弘
一
（
松

阪
市
）
・
竹
内
賢
八
（
志
摩

市
）
・
萩
原
豊
子
（
安
濃
町
）
・

宮
木
真
弓
（
松
阪
市
）
・
西
川
勝

洋
（
玉
城
町
）
・
島
田
良
平
（
伊

勢
市
）
・
利
見
幸
夫
（
松
阪

市
）
・
辻
井
成
美
（
明
和
町
）
・

池
田
　
稔
（
松
阪
市
）
・
水
谷

寛
（
四
日
市
市
）
・
西
尾
奈
都
紀

（
伊
勢
市
）

【
現
代
版
斎
宮
う
た
あ
わ
せ
】

業
平
賞
＝
橋
本
照
美
（
明
和
町
）

▽
町
長
賞
＝
田
端
繁
雄
（
明
和
町
）

▽
斎
宮
歴
史
博
物
館
長
賞
＝
山
際

キ
ク
エ
（
松
阪
市
）
▽
斎
王
ま
つ

り
会
長
賞
＝
逵
　
明
美
（
多
気
町
）

▽
入
選
＝
島
　
哲
司
（
松
阪

市
）
・
奥
出
久
美
子
（
多
気

町
）
・
今
井
保
子
（
津
市
）
・
有

田
典
子
（
松
阪
市
）
・
田
端
幸
子

（
明
和
町
）
・
田
端
一
二
三
（
明

和
町
）
・
芳
賀
昭
二
（
松
阪
市
）



888

ああ
なな
たた
はは

災災
害害
時時
にに
自自
分分
のの
身身
をを
守守
れれ
まま
すす
かか
！！

10
月
23
日
( )日
に
総
合
防
災
訓
練
と
防
災
講
演
会

災
害
が
起
こ
る
と
、
平
常
時
に
は
考
え
ら
れ
な
い
事
故
や
状
況
が
発
生
し
ま
す
。
自

分
の
身
を
守
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
的
確
な
対
応
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
普
段
か
ら
の
訓
練
や
地
域
の
自
主
防
災
組
織
、
隣
近
所
の
助

け
合
い
が
非
常
に
重
要
で
す
。

町
で
は
、
総
合
防
災
訓
練
と
防
災
講
演
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
訓
練
を
実

際
に
体
験
し
て
、
自
分
の
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

明和の里 

コンビニ 

郵便局 

ガソリン 
スタンド 

明和交番 

JA多気郡 
　◎駐車場 

役場 
　◎駐車場 

主会場 

明和中学校 

総合体育館 
　◎駐車場 

第２会場 
東駐車場 

中央公民館 
◎駐車場 

会
場
と
駐
車
場

【
総
合
防
災
訓
練
】

■
と
き

午
前
９
時
〜

■
と
こ
ろ

明
和
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
ほ
か

■
内
容

グ
ラ
ウ
ン
ド
＝
応
急
救

護
訓
練
・
消
火
器
取
り
扱
い
訓

練
・
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
訓
練
・
地

震
非
難
訓
練
・
消
防
車
両
に
よ

る
放
水
訓
練
・
事
故
車
両
か
ら

の
救
助
車
両
に
よ
る
救
出
訓

練
・
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

る
け
が
人
輸
送
訓
練
な
ど
▽
役

場
東
側
駐
車
場
＝
防
災
学
習
・

防
災
グ
ッ
ズ
展
示
・
非
常
食
試

食
な
ど
▽
中
央
公
民
館
＝
炊
き

出
し
訓
練

【
防
災
講
演
会
】

■
と
き

午
後
１
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
大
集
会

所
■
演
題

「
災
害
か
ら
身
を
守
ろ

う
」
ま
た
は
「
自
主
防
災
の
必

要
性
」（
仮
）

※
駐
車
場
は
、
役
場
・
J
A
多
気

郡
・
総
合
体
育
館
・
中
央
公
民
館

（
地
図
参
照
）
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、
総
務
課
（
TEL

52-

７
１
１
１
）
へ
。

昨年の総合防災訓練の様子。（下御糸小学校）
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広報めいわ　広報めいわ　2005年10月号月号 広報めいわ　2005年10月号 

10月17日（月）～23日（日）は、秋の行政相
談週間です。当町でも、各地区を巡回する行政相
談所を開設します。役所や公団などが行う仕事の
苦情や意見・要望など、この機会に気軽にご相談
ください。
なお、定例行政相談所は、毎月第１月曜日の午
前９時30分～正午に、福祉センターで開設してい
ます。
■とき・ところ 10月３日（月） 午前９時30
分～正午＝福祉センター、10月19日（水）
午前10時～正午＝いつき会館、10月21日（金）
午前10時～正午＝明星会館

■行政相談委員　世古口光夫さん
※行政相談委員とは、総務省から委嘱している民
間有識者で、皆さんの身近な相談相手です。相談
は無料で、相談者の秘密は固く守ります。詳しく
は、町民課広報対話係（TEL52-7114）へ。

秋の行政相談を開催

有効投票数 

投票率 

無効投票数 

12,893票 

開票総数 13,147票 

71.10％ 

254票 

開票の内訳（小選挙区） 

候補者名 

田村のりひさ 

森本哲生 

得票数 

7,101票 

5,792票 

小選挙区候補者別得票数 

当日有権者数  18,491人 

衆議院議員総選挙が９月11日、

町内各投票所で一斉に行われま

した。

明和町の投票率を含む開票の

内訳・選挙区候補者別の得票数

は次のとおりです。

衆議院議員
総選挙結果

町職員の
採用試験

事務

技術（保健師）

保育士（兼幼稚園教諭）

幼
稚
園
教
諭
）
＝
①
昭
和
55
年

４
月
２
日
以
降
に
生
れ
た
人

で
、
保
育
士
資
格
証
明
書
お
よ

び
幼
稚
園
教
諭
免
許
状
を
有
す

る
人
、
ま
た
は
平
成
18
年
３
月

末
日
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み

の
人
②
採
用
後
通
勤
可
能
な
人

※
た
だ
し
、
次
の
項
目
に
該
当
す

る
人
は
全
職
種
と
も
受
験
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

①
成
年
被
後
見
人
、
ま
た
は
被
保

佐
人
②
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら

れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
、

ま
た
は
、
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ

と
が
な
く
な
る
ま
で
の
人
③
日
本

国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に
成
立
し

た
政
府
を
、
暴
力
で
破
壊
す
る
こ

と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
ほ
か
の

団
体
を
結
成
し
、
ま
た
は
こ
れ
に

加
入
し
た
人

■
試
験
日
お
よ
び
会
場

１
次
試

町
で
は
、
平
成
18
年
４
月
１
日

付
採
用
予
定
の
事
務
職
員
・
技
術

（
保
健
師
）
職
員
・
保
育
士
（
兼

幼
稚
園
教
諭
）
の
採
用
試
験
を
、

次
の
要
領
で
行
い
ま
す
。

■
採
用
予
定
人
数

事
務
職
員
＝

１
人
▽
技
術
（
保
健
師
）
職

員
＝
１
人
▽
保
育
士
（
兼
幼
稚

園
教
諭
）
＝
２
人

■
受
験
資
格

事
務
職
員
＝
①
昭

和
55
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
63

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
れ
た
人

で
、
高
等
学
校
卒
業
以
上
ま
た

は
卒
業
見
込
み
の
人
②
採
用
後

通
勤
可
能
な
人
▽
技
術
（
保
健

師
）
職
員
＝
①
昭
和
55
年
４
月

２
日
以
降
に
生
れ
た
人
で
保
健

師
資
格
を
有
す
る
人
、
ま
た
は

平
成
18
年
３
月
末
日
ま
で
に
資

格
取
得
見
込
み
の
人
②
採
用
後

通
勤
可
能
な
人
▽
保
育
士
（
兼

験
＝
11
月
13
日

（日）
、
会
場
は

明
和
町
立
中
央
公
民
館
（
明
和

町
役
場
東
隣
）
▽
２
次
試
験
＝

12
月
４
日

（日）
、
会
場
は
明
和

町
役
場
お
よ
び
明
和
中
学
校

■
試
験
の
方
法

事
務
職
員
＝
１

次
試
験
（
教
養
試
験
）
、
２
次

試
験
（
作
文
、
面
接
）
▽
技
術

（
保
健
師
）
職
員
＝
１
次
試
験

（
教
養
試
験
、
専
門
試
験
）、
２

次
試
験
（
作
文
、
面
接
）
▽
保

育
士
（
兼
幼
稚
園
教
諭
）
＝
１

次
試
験
（
教
養
試
験
、
専
門
試

験
）
、
２
次
試
験
（
作
文
、
実

技
、
面
接
）

※
１
次
試
験
合
格
者
に
つ
い
て

は
、
２
次
試
験
を
受
験
し
て
い
た

だ
き
、
総
合
点
で
合
否
判
定
し
ま

す
。

■
合
格
発
表
（
１
次
試
験
）

11

月
下
旬
に
書
面
で
合
否
通
知

■
受
験
申
込
書
の
交
付

10
月
３

日
（月）
か
ら
総
務
課
で
交
付

（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
除

く
）
。
時
間
は
、
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分

※
郵
送
に
よ
る
請
求
に
つ
い
て
は

対
応
い
た
し
ま
せ
ん
。

■
受
験
申
込
書
の
受
付
期
間

10

月
17
日

（月）
〜
31
日

（月）
（
土

曜
・
日
曜
は
除
く
）
の
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
詳
し
く
は
、
総
務
課
（
TEL
52-

７
１
１
１
）
へ
。
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町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 

町町町町民民民民文文文文化化化化祭祭祭祭
（（（（11111111月月月月11119999日日日日・・・・22220000日日日日））））

11月19日（土）・20日（日）に総合体育館
（展示）と中央公民館で、第31回町民文化祭を開
催します。
期間中は、絵画や写真・美術工芸品などの展

示のほか、カラオケ・芸能大会・囲碁大会など
たくさんの催し物を予定しています。

文化祭への作品を募集
出品規定
■出品できる人 町内在住者および在勤者

■出品作品 各部門１人２点まで。なお、作品には所

定の出品票（搬入当日、受付で配付）を裏面に張り

付け

作品の規定
■絵画 油絵・水彩・素描・版画など

■写真 パネル張りまたは額縁付きで、大きさは自由

■美術工芸 民芸工作・陶芸・編物・手芸・彫刻・造

花・和紙はり絵など

■被服 洋裁・和裁作品など

■書道 枠張り・額縁付き・台紙張り（パネルに掛け

られるように）

■俳句・俳画・短歌 色紙・短冊に書いたもの

■菊・錦鯉・盆栽・園芸・生け花および団体

※出品作品は、すべて所定のスペースに収まるように

してください。

出品申し込み
■期間 10月24日（月）～11月２日（水） 午前９

時～午後５時

■方法 中央公民館へ直接。申し込みの際、住所・氏

名・電話番号・作品の種類を申込書に記入

作品の搬入・展示・搬出
■搬入・展示 11月18日（金） 午前10時40分～午

後４時に総合体育館へ搬入。各部門ごとに委員と出

品者で作品展示を実施。展示に必要な白布・台紙な

どは、教育委員会で用意

■搬出 11月20日（日） 午後３時から作品の返却

をするので、必ずこの日に搬出

そのほか
●作品の搬入・搬出の経費は、出品者の負担とします。

●総合体育館への往復については、特に交通安全に留

意してください。

※詳しくは、中央公民館（TEL52-7132）へ。

囲碁大会の参加者を募集
■参加資格 町内在住および在勤者

■参加費 無料

■申込方法 はがきに住所・氏名・電話番号・棋力を

記入し、中央公民館（〒515-0332明和町馬之上

944-6）へ

■申込期間 10月24日（月）～11月２日（水）

催し物案内 

囲碁大会 

カラオケ大会 

展示 

展示 

芸能大会 

11月19日（土） 

11月19日（土） 

11月19日（土） 

11月20日（日） 

11月20日（日） 

 
 9:00～16:30

 
18:30～22:00

 
 9:00～16:00
 
 9:00～15:00

 
10:00～15:00

中央公民館 

〃 

総合体育館 

〃 

〃 

８月16日 
～９月15日 

 今年１月 
からの累計 

昨年同時期 
 との比較 

交通事故総件数 

人身事故件数 

負傷者数 

死者数 

物損事故件数 

66件 

18件 

25人 

0人 

48件 

570件 

133件 

192人 

3人 

437件 

＋46件 

－9件 

－5人 

±0人 

＋55件 

■町内の交通事故発生状況（平成17年９月15日現在） 

～暗闇の　命が光る　反射材～ 

 

 

河川名 
項　　　目 備　　考 

ＰＨ ＳＳ ＤＯ 採水日 

祓　川 ８月３日 

 ８月３日 

８月３日 

※ＰＨ（水素イオン濃度＝水の酸性、アルカリ性の程度を示し、７前後

が標準河川水）、ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量＝水中の有機物が微生

物の働きによって分解されるときに消費される酸素量で、河川の汚濁

を測る代表的な指標）、ＳＳ（浮遊物質量＝水中に浮遊している微細な

固型物の量）、ＤＯ（溶存酸素＝水中に溶解している酸素量で、汚濁が

著しい河川では通常低い値を示し、魚類が生存できなくなる） 

大堀川 

笹笛川 

三
河
川
の
水
質 

ＢＯＤ 

7.4

5.6

6.4

 

0.5

0.5未満 

15.0

20.0

11.0

7.0

6.8

6.7 

 

0.8



フリーマーケット
の出店者を募集

～検診車でがん検診～

＜胃がん検診＞
●とき 午前８時～10時

●ところ 福祉センター玄関前

●定員 50人

●負担金 1,000円

●対象者 30歳以上の人

●そのほか 前日の午後９時以降

の飲食はしないでください。ボ

タンや金具付きの下着などの着

用は避けてください。胃の手術

を受けた人は受診できません

＜乳がん検診（マンモグラフィー）＞
●とき 午前９時30分～11時・午

後１時～２時30分

●ところ 福祉センター玄関前

●定員 午前・午後とも各50人

●負担金 700円

●対象者 20歳以上の人

●そのほか バスタオルをご持参く

ださい。授乳中の人は受診できま

せん

＜子宮がん検診＞
●とき 午後１時～２時

●ところ 福祉センター玄関前

●定員 80人

●負担金 700円

●対象者 20歳以上の人

＜若人健診＞
●とき 午前９時～11時

●ところ 福祉センター２階和室

●定員 50人

●負担金 700円

●対象者 20歳～39歳の男女

●健診内容 身長体重測定・血圧

測定・血液検査（貧血・脂質・

肝機能など）・心電図・骨密度

検査

●そのほか 事前に申し込みが必

要です。空腹状態でお越しくだ

さい。託児はありません

＜骨粗しょう症の骨定量検査＞

●とき 午後１時～３時

●ところ 福祉センター玄関前

●内容 手のレントゲン写真を撮

り、骨密度を測定します

●定員 100人

●負担金 200円

●対象者 30歳～70歳で未検査の

人

※若人健診、骨定量検査、がん検診

の申し込みは、10月17日（月）から
福祉課へ。
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広報めいわ　広報めいわ　2005年10月号月号 広報めいわ　2005年10月号 

休日検診の
お知らせ
福祉課（TEL52-7115）

11月19日（土）

ウ
イ
ン
タ
ー
イ
ベ
ン
ト
で
リ
サ

イ
ク
ル
に
関
す
る
体
験
お
よ
び
展

示
、
再
生
品
の
抽
選
販
売
、
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
楽
し
い
催
し

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
皆
さ
ん
の
出
店
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
と
き

12
月
３
日

（土）

午
前

９
時
30
分
〜
午
後
２
時

■
と
こ
ろ

伊
勢
広
域
環
境
組
合

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

■
応
募
方
法

出
店
希
望
者
は
、

往
復
は
が
き
に
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
主
な

出
品
名
を
ご
記
入
の
上
、
10
月

28
日

（金）
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
（
当
日
消
印
有
効
）

■
そ
の
ほ
か

１
家
族
１
枚
の
応

募
で
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は

公
開
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま

す
。
電
話
で
の
申
し
込
み
は
受

け
付
け
ま
せ
ん
（
往
復
は
が
き

の
み
）
。
商
売
目
的
の
人
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い

※
申
し
込
み
・
詳
し
く
は
、
同
プ

ラ
ザ
運
営
委
員
会
事
務
局
（
〒
５

１
５
―
０
５
０
５
伊
勢
市
西
豊
浜

町
６
５
３
・
TEL
38-

２
８
０
０
）

へ
。

トレーニング室を
利用しましょう

あなたの健康づくりに総合体育館トレ

ーニング室を利用しませんか。ランニン

グマシンやエアロバイクなどで楽しい汗

を流しましょう。

■利用料 町内の人＝100円、町外の
人＝300円

■利用時間 午前９時～午後９時45分

■対象 高校生以上

■そのほか 週３回、インストラクター

が個々に合うトレーニングの指導をし

ています

※詳しくは、明和スポーツクラブ（総合

体育館内・TEL52-7130）へ。
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平平平平
成成成成
11117777
年年年年
11110000
月月月月
かかかか
らららら

介介介介
護護護護
保保保保
険険険険
施施施施
設設設設
なななな
どどどど
のののの
利利利利
用用用用
料料料料
がががが
変変変変
わわわわ
りりりり
まままま
すすすす

介
護
保
険
制
度
は
、
皆
さ
ん
の

保
険
料
と
公
費
（
税
金
）
で
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
社
会
の
進

展
に
よ
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
費

用
が
増
大
す
る
中
、
介
護
保
険
料

の
上
昇
を
で
き
る
限
り
抑
え
る
た

め
に
は
、
介
護
保
険
か
ら
給
付
さ

れ
る
費
用
を
効
率
化
・
重
点
化
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

同
じ
要
介
護
状
態
で
あ
れ
ば
、
在

宅
と
施
設
で
の
給
付
と
負
担
は
公

平
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。こ

う
し
た
趣
旨
を
踏
ま
え
、
平

成
17
年
10
月
利
用
分
か
ら
所
得
の

低
い
人
の
負
担
に
配
慮
し
つ
つ
、

介
護
保
険
施
設
な
ど
の
利
用
者
に

負
担
し
て
い
た
だ
く
費
用
に
関
す

る
見
直
し
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。

①
「
居
住
費
」
や
「
食
費
」
は
介

護
保
険
の
給
付
の
対
象
外
に
な
り

ま
す

・
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

「
居
住
費
」（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

の
場
合
は
「
滞
在
費
」
）
や

「
食
費
」
は
保
険
給
付
の
対
象

外
と
な
り
、
在
宅
の
場
合
と
同

じ
く
利
用
者
に
負
担
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
原
則
と
な
り
ま

す
。

・
今
回
の
見
直
し
で
保
険
給
付
の

対
象
か
ら
外
れ
る
の
は
、
次
の

費
用
で
す
。

介
護
保
険
施
設
（
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
、
老
人
保
健
施
設
、
介

護
療
養
型
医
療
施
設
）
の
「
居
住

費
」
お
よ
び
「
食
費
」
▽
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
（
短
期
入
所
生
活
介
護
、

短
期
入
所
療
養
介
護
）
の
「
滞
在

費
」
お
よ
び
「
食
費
」
▽
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
（
通
所
介
護
）
、
デ
イ
ケ

ア
（
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）

の
「
食
費
」

②
所
得
の
低
い
人
は
居
住
費
・
食

費
の
負
担
が
低
く
抑
え
ら
れ
て
い

ま
す所

得
の
低
い
人
に
は
負
担
の
限

度
額
を
設
定

・
居
住
費
や
食
費
の
具
体
的
な
水

準
は
利
用
者
と
施
設
と
の
契
約

に
よ
る
こ
と
が
原
則
と
な
り
ま

す
が
、
所
得
の
低
い
人
に
は
負

担
限
度
額
を
設
け
、
施
設
に
は

平
均
的
な
費
用
（
＝
基
準
費
用

額
）
と
負
担
限
度
額
と
の
差
額

を
保
険
給
付
で
補
う
仕
組
み

（
＝
補
足
給
付
）
を
新
た
に
設

け
ま
す
。

施
設
に
は
補
足
給
付
（
＝
特
定

入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
）
を
支

給・
補
足
給
付
を
受
け
る
た
め
に
は

市
町
村
に
申
請
を
し
て
、
「
介

護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
」

の
発
行
が
必
要
で
す
。

・
補
足
給
付
の
対
象
と
な
る
の

は
、
利
用
者
負
担
第
１
段
階
〜

第
３
段
階
の
人
で
あ
り
、
具
体

的
に
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
が
多
発

し
て
お
り
、
今
後
も
増
加
す
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
石
綿

を
取
り
扱
う
作
業
な
ど
に
従
事
し

て
い
た
人
は
、
次
の
こ
と
に
留
意

し
ま
し
ょ
う
。

○
最
寄
り
の
医
療
機
関
に
ご
相
談

の
上
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

な
ど
の
健
康
診
断
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

○
石
綿
に
ば
く
露
し
た
人
が
喫
煙

す
る
と
、
肺
が
ん
に
よ
っ
て
死

亡
す
る
危
険
性
が
50
倍
以
上
に

な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
た

ば
こ
を
吸
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

○
健
康
診
断
の
結
果
、
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
検
査
で
一
定
の
症
状
が

あ
る
場
合
な
ど
は
、
最
寄
り
の

都
道
府
県
労
働
局
に
申
請
す
る

と
交
付
さ
れ
る
健
康
管
理
手
帳

で
定
期
的
に
無
料
健
康
診
断
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
石
綿
肺
、
肺
が
ん
、
中
皮

腫
な
ど
を
発
症
し
た
場
合
に

は
、
そ
れ
が
石
綿
に
ば
く
露
し

た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
れ
ば
、
労
災
補
償
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
健
康
管
理
手
帳
、
健
康
診
断
、

労
災
補
償
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
は
、
都
道
府
県
労
働
局
、
労
働

基
準
監
督
署
へ
。

※
石
綿
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
や

治
療
方
法
に
つ
い
て
の
ご
相
談

は
、
独
立
法
人
労
働
者
健
康
福
祉

機
構
の
三
重
産
業
保
健
推
進
セ
ン

タ
ー
（
TEL
０
５
９
―
２
１
３
―
０

７
１
１
・
フ
ァ
ク
ス
０
５
９
―
２

１
３
―
０
７
１
２
）
へ
。

10月は労働保険適
用促進月間です

労働保健とは、労災保険と

雇用保険を総称したものです。

労働者を１人でも雇用してい

る事業主は加入しなければな

らないことになっています。

労働保険に加入されていな

い事業主は、速やかに加入手

続きを取られるようお願いし

ます。

※加入手続き・詳しくは、松

阪労働基準監督署（TEL0598-
51-0015）またはハローワー
ク松阪（松阪公共職業安定所）

（TEL0598-51-0860）へ。

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
を
取
り
扱
う
作
業
な
ど

に
従
事
し
て
い
た
皆
さ
ん
へ



・
利
用
者
負
担
第
２
段
階
の
人
に

つ
い
て
は
、
こ
の
負
担
上
限
額

を
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
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第１段階 

利用者負担段階 対象者 

市町村民税世帯非課税の老齢福祉年金受給者、生活保護受 
給者 

市町村民税世帯非課税であって、利用者負担第２段階以外 
の人（課税年金収入が80万円超266万円未満の人など） 

市町村民税世帯非課税であって、課税年金収入額と合計所 
得金額の合計が80万円以下の人 

第２段階 

第３段階 

上記以外の人 第４段階 

所
得
の
低
い
人 

●居住費（滞在費） 

ユニット型個室 

ユニット型準個室 

多床室（相部屋） 

従来型 
個室 ２老健・療 

　養等 

１特養等 

基準費用額 

基準費用額 

第３段階 

320円/日 
（1.0万円） 

320円/日 
（1.0万円） 

負担限度額 

負担限度額 

320円/日 
（1.0万円） 

第２段階 

0円/日 
（0円） 

第１段階 

利用者負担 
第１段階 

利用者負担 
第３段階 

利用者負担 
第２段階 

●食費 

320円/日 
（1.0万円） 

420円/日 
（1.3万円） 

490円/日 
（1.5万円） 

490円/日 
（1.5万円） 

490円/日 
（1.5万円） 

490円/日 
（1.5万円） 

820円/日 
（2.5万円） 

820円/日 
（2.5万円） 

820円/日 
（2.5万円） 

1,150円/日 
（3.5万円） 

1,310円/日 
（4.0万円） 

1,310円/日 
（4.0万円） 

1,640円/日 
（5.0万円） 

1,640円/日 
（5.0万円） 

1,640円/日 
（5.0万円） 

1,970円/日 
（6.0万円） 

300円/日 
（1.0万円） 

650円/日 
（2.0万円） 

390円/日 
（1.2万円） 

1,380円/日 
（4.2万円） 

※なお、施設には平均的な食費（＝基準費用額）と上表の負担限度額との差額が、補足給付として、介 
護保険から給付されます。 

（　）内は月額概数 

（　）内は月額概数 

※１は特別養護老人ホーム、短期入所生活介護の場合。２は老人保健施設、介護療養型医療施設、短期 
入所療養介護の場合。 
※なお、施設には平均的な居住費用（＝基準費用額）と上表の負担限度額との差額が、補足給付として、 
介護保険から給付されます。 

 

現
行

２
万
４
６
０
０
円
／
月

見
直
し
後

１
万
５
０
０
０
円
／
月

←

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

で
は
、
平
成
18
年
度
訓
練
生
の
募

集
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
障
害

者
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
職
業
能

三
重
県
点
字
図
書
館
で
は
、
朗

読
奉
仕
員
の
養
成
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。
視
覚
障
害
者
福
祉
に
理

解
と
熱
意
の
あ
る
人
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
と
き

11
月
18
日

（金）
・
21
日

（月）
・
25
日

（金）
・
28
日

（月）
・
30

日
（水）

午
前
10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ

三
重
県
人
権
セ
ン
タ

ー
　
大
セ
ミ
ナ
ー
室
（
津
市
一

身
田
大
古
曽
６
９
３
番
地
１
）

■
受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

の
み
５
０
０
円
）

■
定
員

50
人
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
、
お
断
り
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）

■
申
し
込
み

10
月
21
日

（金）
ま

で
に
福
祉
課
へ

※
詳
し
く
は
、
三
重
県
点
字
図
書

館
（
TEL
０
５
９
―
２
２
８
―
６

３
６
７
）
へ
。

朗
読
奉
仕
員

養
成
講
習
会
（
初
級
）

の
受
講
者
募
集

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

が
訓
練
生
を
募
集

力
習
得
の
た
め
の
訓
練
科
目
の
受

講
に
よ
っ
て
、
就
職
ま
た
は
自
立

を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

■
応
募
資
格

①
普
通
課
程
＝
高

校
卒
業
ま
た
は
、
こ
れ
と
同
等

以
上
の
学
力
を
有
す
る
人
②
短

期
課
程
＝
義
務
教
育
修
了
も
し

く
は
、
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学

力
を
有
す
る
人
。
い
ず
れ
も
身

体
障
害
者
手
帳
を
有
し
、
障
害

が
固
定
し
て
お
り
、
訓
練
と
集

団
生
活
が
可
能
な
人

■
応
募
方
法

入
校
願
書
、
健
康

診
断
書
を
松
阪
職
業
安
定
所
に

提
出
（
用
紙
は
職
業
安
定
所
に

あ
り
ま
す
）

■
募
集
期
間

第
１
回
＝
10
月
３

日
（月）
〜
31
日

（月）
▽
第
２
回
＝

11
月
１
日

（火）
〜
30
日

（水）
▽
第

３
回
＝
平
成
18
年
１
月
４
日

（水）
〜
２
月
17
日

（金）

■
選
考
方
法

①
②
と
も
一
般
教

養
試
験
と
面
接

※
詳
し
く
は
、
同
校
（
TEL
０
５

３
３-

93-

２
１
０
２
・
フ
ァ
ク
ス

０
５
３
３-

93-

６
５
５
４
）
へ
。

 
広報めいわ　広報めいわ　2005年10月号月号 広報めいわ　2005年10月号 

③
所
得
の
低
い
人
に
関
す
る
ほ
か

の
施
策

●
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
見
直

し
・
現
在
、
保
険
給
付
の
１
割
は
利

用
者
に
負
担
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
１
割
負
担
の
合
計

額
が
一
定
の
上
限
額
を
超
え
た

場
合
に
は
、
超
え
た
分
が
申
請

に
よ
り
払
い
戻
さ
れ
る
仕
組
み

（
＝
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

支
給
）
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
高
齢
者
福

祉
係
（
TEL
52-

７
１
１
５
）
へ
。

利
用
者
負
担
第
２
段
階
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人権課 TEL52-7116・FAX52-7133
町人権センター TEL・FAX55-3052

学校教育課TEL52-7123・FAX52-7133
生涯学習課TEL52-7124・FAX52-7133

町人権センターでは、今年で９回目を迎える「交流祭」を行い

ます。

日ごろのサークル活動で作られた作品の展示や、地域交流の機

会として実施しますので、皆さんお誘い合わせの上、お出かけく

ださい。

■とき 10月29日（土）・30日（日）（詳しい日程は下表）
■ところ 町人権センター

■そのほか 革細工教室・紙すき教室・ぼかし作り教室の申し込

みは、10月14日（金）～21日（金）（土曜・日曜を除く）の午
前９時～午後５時に町人権センターへ。サークル活動などの作

品展示の申し込みは、18日（火）までに町人権センターへ
※申し込み・詳しくは、町人権センターへ。

人権センター
10月の講座案内

●着付教室

■とき 10月22日（土） 午前10時

～11時30分

■ところ 町人権センター

■参加費 無料

■定員 10人（先着順）

■持ち物 着物・帯・着付け道具一

式

■募集期間 10月17日（月）～21日
（金）午前９時～午後５時
※詳しくは、町人権センターへ。

●焼杉体験と土山の旅

杉を切ったり焼いたり磨いたりし

て、お好みの一品を作りましょう。

その後、東海道五十三次の43番目の

宿場町土山を散策します。

■とき 11月２日（水） 午前９時

～午後５時

■ところ 町人権センター集合、馬

場工芸（滋賀県土山町）ほか

■参加費 2,500円（昼食代を含む）

■定員 24人（先着順）

■募集期間 10月17日（月）～21日
（金）午前９時～午後５時
※詳しくは、町人権センターへ。

10月29日・30日

第９回交流祭

時　間 行　事 内　容 

10:00- 開館 

18:00-20:30 芸能・カラオケ大会 

ぼかし作り教室 ぼかしの作り方、利用方法を学びます。 

紙すき教室 牛乳パックを溶かしてはがきを作りま 
す。 

13:15-15:30 革細工教室 コースターを作ります。 

   

12:00-13:30 昼食販売 かすうどんを販売します。当日販売す 
る食券を購入してください。 

11:00- もちつきパフォーマ 
ンス 

「めでたや」の皆さんが、太鼓やおは 
やしとともにもちつきをします。振る 
舞いもちが出来上がるまでの間、獅子 
舞をお楽しみください。 

10:30- おもち引換券発行 もちつきパフォーマンスの後に配るお 
もちの引換券を発行します。 
（先着160人） 

9:30-11:30 小中学生・EHR交流会 

12:00 終了 

コーラス発表 コーラスサークル 

9:00-9:15 読み聞かせ おはなし小槌の皆さんが読み聞かせを 
行います。 

29 
日 

30 
日 

作品展示　29日＝午前10時～午後５時　30日＝午前９時～正午 

じ
ん
け
ん
楽
習
塾
の
第
３
回
講

座
「
世
界
が
も
し
１
０
０
人
の
村

だ
っ
た
ら
」
を
開
催
し
ま
す
。

世
界
に
は
63
億
人
の
人
が
い
ま

す
が
、
も
し
も
そ
れ
を
１
０
０
人

の
村
に
縮
め
る
と
ど
う
な
る
で
し

ょ
う
…
。
１
０
０
人
村
を
参
加
者

で
体
感
し
、
自
分
を
見
つ
め
直
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
　
10
月
８
日

（土）

午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
視
聴
覚

室
■
講
師
　
佐
藤
友
紀
さ
ん

※
詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課
へ
。

じ
ん
け
ん
楽
習
塾
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広報めいわ　広報めいわ　2005年10月号月号 広報めいわ　2005年10月号 

保保
育育
所所
・・
幼幼
稚稚
園園

入入
所所
申申
しし
込込
みみ
はは
おお
早早
めめ
にに
！！

保保
育育
所所

来
年
４
月
か
ら
乳
幼
児
を
保
育

所
に
入
所
さ
せ
た
い
人
は
、
次
の

と
お
り
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま

す
の
で
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

■
入
所
資
格

保
育
所
は
、
保
育

に
欠
け
る
乳
幼
児
を
預
か
り
、

年
齢
に
応
じ
て
保
育
す
る
児
童

福
祉
施
設
で
す
。
入
所
は
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
乳
幼
児

に
限
り
ま
す
。

①
保
護
者
な
ど
が
、
昼
間
に
家
庭

外
で
働
い
て
い
る
た
め
、
保
育
に

欠
け
る

②
現
在
は
産
休
・
育
休
な
ど
に
よ

り
保
育
に
欠
け
な
い
が
、
同
休
暇

な
ど
が
あ
け
た
後
に
保
育
に
欠
け
る

③
保
護
者
な
ど
が
昼
間
に
家
庭
内

で
家
事
以
外
の
仕
事
に
常
時
従
事

し
て
い
る
た
め
、
保
育
に
欠
け
る

④
母
親
が
、
妊
娠
中
ま
た
は
出
産

後
間
が
な
い
（
出
産
日
の
前
後
２

カ
月
間
）
た
め
、
保
育
に
欠
け
る

⑤
保
護
者
な
ど
に
疾
病
ま
た
は
障

害
が
あ
る
た
め
、
保
育
に
欠
け
る

⑥
保
護
者
な
ど
が
、
病
人
や
心
身

障
害
者
を
常
時
看
護
し
て
い
る
た

め
、
保
育
に
欠
け
る

⑦
火
災
・
風
水
害
・
地
震
な
ど
の

災
害
に
遭
い
、
そ
の
復
旧
に
当
た

っ
て
い
る
た
め
、
保
育
に
欠
け
る

■
受
付
期
間

10
月
17
日

（月）
〜

31
日

（月）

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
（
た
だ
し
、
土
曜
・

日
曜
を
除
く
）

■
受
付
場
所

福
祉
課
ま
た
は
各

保
育
所
（
申
込
書
類
は
同
所
に

10
月
３
日

（月）
か
ら
備
え
付
け
）

■
定
員

な
り
ひ
ら
保
育
所
＝
１

２
０
人
、
み
ど
り
保
育
所
・
み

ど
り
保
育
所
分
室
（
斎
宮
幼
稚

園
内
）
＝
１
５
０
人
、
さ
さ
ふ

え
保
育
所
＝
１
５
０
人

■
入
所
決
定

申
込
書
に
記
入
し

て
い
た
だ
い
た
家
庭
状
況
を
も

と
に
、
保
護
者
や
乳
幼
児
と
面

接
（
必
要
に
応
じ
て
訪
問
調
査
）

し
、
保
育
に
欠
け
る
度
合
い
の

高
い
乳
幼
児
か
ら
、
定
員
の
範

囲
内
で
入
所
を
決
定
し
ま
す
。

ま
た
、
希
望
者
が
多
く
、
そ
の

保
育
所
で
の
適
正
な
保
育
が
困

難
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
場
合

は
、
公
正
な
方
法
で
入
所
児
を

決
定
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

入
所
決
定
通
知
は
、
２
月
ご
ろ

に
ご
家
庭
に
送
付
し
ま
す
。
な

お
、
受
付
期
間
が
過
ぎ
て
申
し

込
み
を
さ
れ
て
も
、
定
員
を
超

過
す
る
場
合
に
は
入
所
で
き
ま

せ
ん
。
年
度
途
中
（
５
月
以
降
）

の
入
所
を
希
望
さ
れ
る
人
も
、

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い

■
保
育
料
　
原
則
と
し
て
、
入
所

す
る
乳
幼
児
の
父
母
お
よ
び
、

税
法
上
乳
幼
児
を
扶
養
し
て
い

る
人
に
課
税
さ
れ
る
税
金
の
合

計
額
で
決
定
し
ま
す
。
そ
の
た

め
、
必
要
に
応
じ
て
税
金
関
係

の
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
（
TEL
52-

７
１
１
５
）
へ
。

幼幼
稚稚
園園

■
入
園
資
格

３
歳
児
＝
平
成
14

年
４
月
２
日
〜
平
成
15
年
４
月

１
日
生
ま
れ
、
４
歳
児
＝
平
成

13
年
４
月
２
日
〜
平
成
14
年
４

月
１
日
生
ま
れ
、
５
歳
児
＝
平

成
12
年
４
月
２
日
〜
平
成
13
年

４
月
１
日
生
ま
れ

■
申
込
方
法

10
月
17
日

（月）
〜

31
日

（月）
の
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
（
た
だ
し
、
土
曜
・

日
曜
を
除
く
）
に
、
入
園
申
込

書
を
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

ま
た
は
各
幼
稚
園
へ
。
申
込
書

は
、
同
所
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

（
該
当
児
へ
申
込
書
用
紙
の
発

送
は
行
い
ま
せ
ん
）

■
入
園
決
定

年
内
に
決
定
通
知

を
送
付

■
保
育
料

月
額
６
５
０
０
円

■
保
育
時
間

月
・
火
・
木
・
金

10
月
17
日
〜
31
日

曜
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
２

時
10
分
、
水
曜
＝
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
１
時
30
分

〈
預
か
り
保
育
〉

■
申
込
方
法

希
望
さ
れ
る
人

は
、
「
預
か
り
保
育
申
込
書
」

を
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
ま

た
は
各
幼
稚
園
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い

■
保
育
時
間

保
育
の
あ
る
日
の

午
後
４
時
ま
で

■
保
育
料

月
額
５
０
０
０
円

※
詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課

（
TEL
52-

７
１
２
３
）
へ
。

【
訂
正
と
お
詫
び
】

広
報
め
い
わ
９
月
号
の
記
事

中
、
左
記
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま

す
。

●
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ヨ
ガ
の
連
絡
先

正
＝
TEL
０
９
０
―
４
１
１
７

―
２
９
８
５

誤
＝
TEL
52-

６
９
７
５

●
タ
ッ
チ
ラ
グ
ビ
ー
の
連
絡
先

正
＝
TEL
52-

２
３
０
７

誤
＝
TEL
０
９
０
―
４
１
１
７

―
２
９
８
５
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町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 

こ
れ
ま
で
の
制
度
で
は
、
学
生

以
外
で
20
歳
代
の
人
の
所
得
が
低

い
場
合
で
も
、
収
入
の
多
い
親
と

同
居
し
て
い
る
と
保
険
料
が
免
除

に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

平
成
17
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
て

い
る
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
で

は
、
世
帯
主
（
親
）
の
所
得
に
関

わ
ら
ず
、
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の

所
得
要
件
だ
け
で
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

対
象
に
な
る
の
は
、
本
人
お
よ

び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
の
基
準

以
下
で
あ
る
20
歳
代
の
第
１
号
被

保
険
者
。
納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ

る
と
、
保
険
料
を
支
払
わ
な
く
て

も
次
の
こ
と
が
可
能
で
す
。

①
納
付
猶
予
期
間
中
に
万
が
一
障

害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事

態
が
生
じ
た
場
合
で
も
、
一
定

の
基
準
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

②
65
歳
か
ら
受
給
す
る
老
齢
年
金

は
原
則
25
年
以
上
の
保
険
料
納

付
期
間
（
受
給
資
格
期
間
）
が

必
要
で
す
が
、
納
付
猶
予
の
期

間
は
こ
の
資
格
期
間
に
算
入
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
10
年
以
内

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

全額免除 半額免除 若年者納付猶予 

免除・猶予の基準 

保険料 

障害・遺族基礎年金 
を受けるとき 

老齢基金年金を受け 
るための資格期間 

未納 

老齢基礎年金の年金 
額の計算には 

申請者本人・配偶者 
および世帯主の所得額 
（※）による 

30歳未満の学生でない 
若年層で、申請者本人 
・配偶者の所得額（※） 
による 

全額免除 
半額免除残り 
半額を納付する 

全額納付猶予 
（10年以内なら納付可） 未納のまま 

保険料納付済みの 
場合の３分の１ 

入る 入る 

保険料納付済み 
と同じ 

保険料納付済み 
と同じ 

保険料納付済みと同じ 

入る 入らない 

納付済みの場合 
の３分の２ 

入らない 入らない 

区分 

全納・納付猶予 

半額免除 

所得基準額のめやす 

（扶養親族の数+１）×35万円+22万円以下 

118万円+扶養親族等控除額+社会保険料控除額等以下 

※所得基準 

資格期間に 
入らない 

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納

付
（
追
納
）
し
な
い
と
、
年
金

額
に
は
反
映
し
ま
せ
ん
。

申
請
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
年

金
手
帳
と
印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、

町
民
課
保
険
年
金
係
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
同
係
（
TEL
52-

７

１
１
４
）
へ
。

名張市陸上競技場で９月

３・４の両日、三重県小学

生男子ソフトボール大会が

行われ、若竹スポーツ少年

団と下御糸スポーツ少年団

がそろって出場しました。

なお、若竹スポーツ少年団

は２位、下御糸スポーツ少

年団は３位でした。

若竹スポーツ少年団と
下御糸スポーツ少年団がそろって県大会に出場

上＝下御糸スポーツ少年団
下＝若竹スポーツ少年団

楽しく歩こう会に
参加しよう

■とき 10月30日（日） 集合＝午前

７時30分（総合体育館）、出発＝午前
８時、解散＝午後６時予定（雨天決
行）

■ところ 奈良県天川村みたらい渓谷

ウオーク

■参加資格 明和町に住所のある人

■参加費 3,500円（バス代、旅行保険）

■持ち物 昼食、飲み物、雨具

■定員 130人

■申し込み 10月11日（火）～20日
（木）に町民課へ直接または電話で
※詳しくは、同課（TEL52-7114）へ。
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平
成
17
年
度
も
す
で
に
６
カ
月
を
経
過
し
て
折

り
返
し
と
な
り
ま
し
た
。

自
立
を
表
明
し
て
改
革
元
年
を
位
置
づ
け
て

「
町
づ
く
り
」
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

国
も
県
も
市
町
村
も
等
し
く
「
改
革
断
行
」
を

目
指
し
て
苦
難
に
満
ち
た
行
政
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。

先
の
衆
議
院
選
挙
の
テ
ー
マ
も
改
革
で
あ
り
ま

し
た
。

去
年
か
ら
明
和
町
も
、
議
会
と
提
携
し
な
が
ら

「
行
財
政
改
革
」
に
向
け
て
論
議
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。

機
構
改
革
の
一
端
と
し
て
、
「
安
心
安
全
の
町

づ
く
り
」
の
た
め
に
「
防
災
防
犯
係
」
を
設
置
し

ま
し
た
。
明
和
交
番
所
と
明
和
消
防
署
と
町
役
場

の
さ
ら
な
る
連
繋
協
力
の
下
に
住
み
良
い
町
づ
く

り
の
環
境
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

企
業
誘
致
係
も
新
設
し
、
鋭
意
努
力
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
成
果
と
し
て
、
大
字
中
村
地
内
と
大

字
川
尻
地
内
に
企
業
進
出
の
明
る
い
展
望
が
開
け

て
き
ま
し
た
。

雇
用
と
産
業
振
興
と
税
収
向
上
に
寄
与
す
る
も

の
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

社
会
状
勢
、
経
済
状
勢
が
厳
し
い
中
で
の
企
業

誘
致
で
あ
り
ま
す
が
、
合
併
を
せ
ず
自
立
を
目
指

す
町
と
し
て
、
さ
ら
に
積
極
的
に
情
報
を
収
集
し

な
が
ら
、頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

企
業
進
出
は
も
と
よ
り
住
民
の
皆
さ
ん
の
生
活

環
境
の
保
全
が
先
決
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
人
々
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
推
進

し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
空
を
仰
ぎ
て
闘
志
菊
日
和
　
　
　
　
　
眞
澄

町長サロン

ＭＣ（明和チャイルド）くらぶ

●とき・対象児 1 0月 1 9日

（水）＝平成15年３月生まれ、
11月16日（水）＝平成15年４
月生まれ

●ところ 福祉センター

●受付時間 午前９時30分までに

●持ち物 母子健康手帳・発達調

査票

１歳６カ月児の健康診査

●とき・対象児 1 0月 1 4日

（金）＝平成16年３月生まれ、
11月11日（金）＝平成16年４
月生まれ

●ところ 福祉センター

●受付時間 午後１時10分～１時

30分

●持ち物 母子健康手帳・健康診

査票

３歳児の健康診査

●とき・対象児 1 0月 2 1日

（金）＝平成14年３月生まれ、
11月18日（金）＝平成14年４
月生まれ

●ところ 福祉センター

●受付時間 午後１時10分～１時

30分

●持ち物 母子健康手帳・健康診

査票

育児相談と妊産婦指導

●とき・対象者 1 0月 1 2日

（水）・14日（金）・11月９日
（水）・11日（金）＝乳幼児と
妊産婦で月齢は不問

●ところ 福祉センター

●受付時間 午前９時30分～10

時30分

●持ち物 母子健康手帳

●申し込み 相談する人の名前

（子どもの場合は生年月日）・電

話番号を、前日までに福祉課へ

各種検診など
お問い合わせ・詳しくは、

福祉課（TEL52-7115）へ。

総人口 

男 

女 

総世帯 

23,119人　 

11,154人　 

11,965人　 

7,295世帯 

９月の人口 

出生 

死亡 

転入 

転出 

17人 

14人

39人 

49人 

８月中の異動 
 

折

り

返

し

点
木
戸
口
　
眞
澄

 
広報めいわ　広報めいわ　2005年10月号月号 広報めいわ　2005年10月号 

敬老の日を前

にした９月９

日、長寿を祝っ

て町長が高齢者

宅を訪問しまし

た。

該当者は次の

皆さんです。

【町内最高齢者】

大 和 谷 き く

（103歳・斎宮）

【今年度100歳】

關　ひさよ（上野）・中瀬すゞ（有爾

中）・西井ぶん（山大淀）

長寿を祝い
町長が高齢者宅を訪問

町内最高齢の大和谷きくさん。



回
全
国
小
学
生
A
B
C
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
に
県
代
表
で
出
場
。

■
倉
野
由
紀
さ
ん
（
明
星
）

８
月
21
日
に
秋
田
市
秋
田
県
立

武
道
館
大
道
場
で
開
催
の
平
成
17

年
度
第
２
回
全
国
小
学
生
学
年
別

柔
道
大
会
に
県
代
表
で
出
場
。

■
西
村
美
佑
さ
ん
（
大
淀
）

８
月
26
日
か
ら
28
日
ま
で
東
京

国
立
競
技
場
で
開
催
の
第
21
回
全

国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会
に

県
代
表
で
出
場
。

■
山
田
　
歩
さ
ん
（
斎
宮
）

９
月
９
日
か
ら
備
中
高
原
北
房

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
の
第

60
回
国
民
体
育
大
会
・
夏
ゴ
ル
フ

種
目
に
県
代
表
で
出
場
。
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町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 

◇多気郡スポーツフェ

スティバル（７月10

日・17日・31日・総合

体育館ほか）

ソフトボール男子＝③

明和町、ソフトボール
女子＝①明和町、ゲー
トボール＝③明和・昴

（明星）、バレーボール
男子＝③明和町、バレ
ーボール女子＝②明和

町

◇第７回真ちゃん杯

（８月20日・斎宮小学

校グラウンド）

①旭スポーツ少年団②

オール明和ガールズ③

下御糸スポーツ少年団

③明星スポーツ少年団

◇第９回明和町バドミ

ントン大会（８月28

日・総合体育館）（敬

称略）

４の部＝②西　重人・

間宮宏明

◇夕刊三重争奪松阪地

区小学生バレーボール

大会（９月４日・総合

体育館ほか・35チーム）

Cブロック＝④さいく

うA、Gブロック＝②さ
いくうB

スポーツ結果

■
北
村
　
崚
さ
ん
（
佐
田
）

８
月
23
日
に
鈴
鹿
ス
ポ
ー
ツ
ガ

ー
デ
ン
水
泳
場
で
開
催
の
全
国
中

学
校
水
泳
競
技
大
会
１
０
０
メ
ー

ト
ル
バ
タ
フ
ラ
イ
に
、
県
代
表
で

出
場
。
成
績
は
６
位
。
ま
た
、
同

月
30
日
に
東
京
辰
巳
国
際
水
泳
場

で
開
催
の
第
28
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
夏
季
競
技
大
会

の
水
泳
50
メ
ー
ト
ル
バ
タ
フ
ラ
イ

に
、
県
代
表
で
出
場
。
成
績
は
３

位
。

■
渡
邉
大
志
さ
ん
（
上
村
）

８
月
25
日
に
名
古
屋
市
総
合
体

育
館
で
開
催
の
全
国
中
学
校
総
合

体
育
大
会
柔
道
66
キ
ロ
級
に
、
県

代
表
と
し
て
出
場
。
成
績
は
５
位
。

■
鈴
木
悠
理
さ
ん
（
竹
川
）

７
月
29
日
か
ら
31
日
ま
で
神
戸

市
総
合
運
動
公
園
体
育
館
（
グ
リ

ー
ン
ア
リ
ー
ナ
）
で
開
催
の
全
日

本
卓
球
選
手
権
大
会
の
カ
ブ
女
子

の
部
に
県
代
表
で
出
場
。

■
綿
民
恭
子
さ
ん
（
明
星
）

７
月
31
日
に
兵
庫
県
総
合
体
育

館
で
開
催
の
第
８
回
全
国
都
道
府

県
対
抗
日
本
拳
法
大
会
に
県
代
表

で
出
場
。
ま
た
、
９
月
18
日
に
大

阪
市
中
央
体
育
館
で
開
催
の
２
０

０
５
・
全
・
日
本
拳
法
総
合
選
手

権
大
会
に
県
代
表
で
出
場
。

■
北
岡
和
浩
さ
ん
（
蓑
村
）

８
月
２
日
に
千
葉
県
茂
原
市
体

育
館
で
開
催
の
平
成
17
年
度
全
国

高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
・
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
競
技
会
に
、
伊
勢
工
業

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
一
員
と

し
て
県
代
表
で
出
場
。

■
須
賀
　
聡
さ
ん
（
根
倉
）

８
月
４
日
に
佐
倉
市
体
育
館
で

開
催
の
平
成
17
年
度
全
国
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会
・
レ
ス
リ
ン
グ

競
技
会
に
、
松
阪
工
業
男
子
レ
ス

リ
ン
グ
部
の
一
員
と
し
て
96
キ
ロ

級
に
出
場
。

■
中
西
理
緒
さ
ん
（
金
剛
坂
）

８
月
５
日
か
ら
８
日
ま
で
京
都

府
長
岡
京
市
西
山
公
園
体
育
館
で

開
催
の
第
21
回
若
葉
カ
ッ
プ
全
国

小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
に
県

代
表
で
出
場
。
ま
た
、
８
月
19
日

か
ら
21
日
ま
で
札
幌
市
北
海
道
総

合
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
の
第
６

全
国
大
会
に
出
場
の

皆
さ
ん

■試験日 平成18年２月３日（金）
＜１年課程＞
■応募資格 就農への意欲が高い者

で、18歳以上60歳以下の者

■募集科目 水田作、茶業、野菜、

花き、果樹、畜産

■定員 10人

■願書受付 11月試験＝平成17年

10月17日（月）～11月１日（火）
（当日消印有効）、３月試験＝平成
18年２月20日（月）～３月１日

（水）（当日消印有効）
■試験日 11月試験＝平成17年11

月11日（金）、３月試験＝平成18

年３月10日（金）
※問い合わせ・詳しくは、同校

（TEL0598-42-1260）または、松阪
地 域 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー

（TEL0598-42-5835）または、産業
課（TEL52-7118）へ。

町長室で報告会の様子。
〈写真左から〉渡邉大志さん、北村　崚さん。

全
国
大
会
で
入
賞

〈写真左から〉西村美佑さん、中西理緒
さん、倉野由紀さん、鈴木悠理さん。
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■とき 11月３日（祝） 午後２時

～

■ところ 中央公民館大集会場

■内容 第１部＝青少年による発

表、第２部＝お笑い芸人ホーキン
グ青山さんを迎えての「爆笑！お

笑いライブ」

■そのほか 入場料・整理券不要

※詳しくは、明和町青少年育成町民

の会（TEL52-7125）へ。

第11回みえ県民文化祭の百人一首

部門として、小倉百人一首交流フェ

スティバルを開催します。皆さんぜ

ひご観戦ください。

■とき 10月９日（日） 開会式＝

午前９時30分～、競技＝午前10
時～午後２時30分

■ところ いつきのみや歴史体験館

※詳しくは、同フェスティバル事務

局太田さん（TEL090-3937-4735）
へ。

ふるさと会館では、地域の歴史や

文化・伝統の技などを知ってもらう

ために、松阪紀勢界隈「まちかど博

物館展」を開催します。従来の「博

物館」のイメージにとらわれない、

新しい形の「博物館」です。この機

会にぜひ永年培った技への思いや、

コレクションへのこだわり、そして

地域への熱い思いにふれてみません

か。

■とき 10月５日（水）～25日
（火） 午前９時～午後５時

■ところ ふるさと会館２階展示コ

ーナー

※ 詳 し く は 、 ふ る さ と 会 館

（TEL52-7131）へ。

今年は、宝永２年（1705年）の

おかげ参りから数えて300年目にあ

たります。皇學館大学とおかげ参り

300年祭実行委員会では、参宮街道

が通る県内各市町11会場で公開リレ

ー講座を開きます。明和町では次の

とおりです。

■とき 10月８日（土） 第１講＝

午後１時～２時30分、第２講＝午
後２時40分～３時40分

■ところ 明和町役場研修室

■演題 第１講＝参宮街道つらぬく

街・明和町―人々は何故、伊勢を

目指したか―、第２講＝伊勢神宮
と式年遷宮

■講師 皇學館大学教授　岡田　登

さん・井後昌晏さんほか

■定員 100人

■申し込み 不要

■参加費 無料

※詳しくは、生涯学習課（TEL52-
7124）へ。

（財）三重県文化振興事業団では、
第57回県展への出品作品を次のとお

り募集します。「大賞」賞金は100

万円で、各部門の最優秀賞の中から

１点が選ばれます。

■出品できる人 15歳以上（中学生

を除く）の三重県在住、在勤・在

学、出身の人

■出品できる作品 未発表のもの、

各部門１点

■部門 日本画・洋画（油彩画・水

彩画・パステル画・素描・創作版

画など）・彫刻・工芸（伝統工芸・

現代工芸・デザイン）・写真・書

■出品手続き ①出品手数料3,000

円を10月28日（金）までに百五
銀 行 県 庁 支 店 　 普 通 預 金

No.178240 財団法人三重県文化

振興事業団へ振り込み②出品申込

書と出品手数料振込金受領書を持

参の上、11月６日（日）または８
日（火）に三重県文化会館ギャラ
リー専用搬入口で作品の搬入受付

■審査 11月10日（木）
※詳しくは、三重県文化会館（津市

一身田上津部田1234・TEL059-
233-1112）へ。

～夢を育み、生命を育てる～

＜２年課程＞
■応募資格 高等学校を卒業した者

および平成18年３月卒業見込みの

者、またはこれと同等以上と知事

が認めた者

■募集科目 水田作、茶業、野菜、

花き、果樹

■定員 30人

■願書受付 平成18年１月10日

（火）～27日（金）（当日消印有効）

平成18年度三重県農
業大学校が学生募集

第57回県展の作品募集

おかげ参り300年記念
公開講座を開催

ふるさと会館で「まち
かど博物館展」を開催

小倉百人一首交流フェ
スティバルを開催

青少年のつどいを開催

納税は忘れず！
今月は下記のとおりです
●町県民税・３期

●固定資産税・×

●軽自動車税・×

●国民健康保険税・７期

●介護保険料・７期



ふるさと会館では、子どもを対象とした読み聞か

せを、おはなし小槌の皆さんが、次のとおり行いま

す。

■とき・内容 10月23日（日） 午後２時～＝絵

本「色の絵本」、紙芝居「やまんばの木」ほか

■ところ ふるさと会館２階ロビー

【今月の休館日】

３日（月）・10日（祝）・11日（火）・17日
（月）・24日（月）・31日（月）
※詳しくは、ふるさと会館（TEL52-7131）へ。

３日（月）行政・心配ごと相談（午前９時30分～正午）

11日（火）心配ごと相談（午後１時30分～４時）

17日（月）心配ごと相談（午後１時30分～４時）

24日（月）心配ごと相談（午後１時30分～４時）

●斎宮浪漫（ろまん）まつり
■とき 10月22日（土） 午前10時～午後３時

（少雨決行）

■ところ いつきのみや歴史体験館西芝生広場

■内容 伝統芸能の披露、子ども体験メニュー（か

るたのちらし取り・うちわづくり）、ふるまい

（ざいしょ鍋・おもち）、バザー、体験館内展示お

よび体験（装束およびミニ着物の展示・機織りコ

ースターづくり）、相可高校の皆さんによる「古

代米を使った食」の販売、斎王出演

※詳しくは、いつきのみや歴史体験館（TEL52-
3890）へ。
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■最大震度別地震回数（平成17年８月11日～９月10日） 

震　度 

全　国 

明和町 

７ ６強 ６弱 ５強 ５弱 ４ ３ ２ １ 合計 

※役場に設置の計測震度計による。 

※ 

0 0 1 1 0 0 8 31 86 127

0 0 0 0 0 0 0 0 00

今月のお話会・ふるさと会館

今月の心配ごと相談・福祉センター

ぼくは、明星小

学校の６年生で

す。

８月12日から

10日間、第20回

小・中・高校生そろばん訪米使節団の一人とし

てアメリカ合衆国へ行きました。そこではそろ

ばんの競技会に出場したり、現地の小学生にそ

ろばんを教えたり、ディズニーワールドで遊ん

だりしました。

使節団に選ばれたときはとてもうれしかった

です。家族や友達も「良かったなぁ」「いいなぁ」

と言って喜んでくれました。

今はそろばん５段、暗算８段ですが、これか

らもそろばんを頑張って、将来はそろばんも暗

算も10段になりたいです。

そろばん10段になりたい

いつきのみや歴史体験館からのお知らせ

西村雄斗さん

（明星）

一人で悩んでいませんか？
●「しつけ？それとも虐待？」

【相談窓口】

明和町役場TEL52-7115
中勢児童相談所TEL059-231-5666
●ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）は犯罪です！

【相談窓口】

配偶者暴力相談支援センターTEL059-231-
5600

警察安全相談電話TEL059-224-9110・♯9110
松阪警察署TEL0598-53-0110
松阪保健福祉部TEL0598-50-0596
※お気軽に、まずはお電話してください。


